
 

 

 

 

日時：平成 29年 7月 3日（月）8：00～11：00 

（9：00～10：00 別会議） 

場所：名寄庁舎 4階大会議室        

１ 開 会 

 

 

２ 市長あいさつ 

・６月定例会、議員協議会が終了し、原案通り可決いただいた、各部署の準備に感謝する。また、６

月定例会での検討事項について、情報共有や議論等、速やかな対応をお願いする。 

・各種イベントの時期となり、既に各部署でイベントを開催している。特に屋外開催のイベントにつ

いては雨天時の対応等、配慮をお願いする。 

・大雨時に想定される災害に備えて、７月１９日に防災訓練を行う。各部署、各自の役割分担につい

て、職場内で再確認するようお願いする。 

・道北なよろ農業協同組合は、中島道昭氏のホクレン農業協同組合連合会代表監事への就任に伴い、

新組合長に東野専務理事が就任した。東野秀樹組合長は４０歳代であり、若手の農業者にとっても

励みとなる、また、北海道の農業に対してもインパクトのあることであり、名寄の農業が活気づく

きっかけになると嬉しく感じた。 

 

 

３ 市長・副市長の動静 

教育委員会関係行事予定 

・市長、副市長の動静及び教育長の動静について連絡がありました。 

 

 

４ 協議事項・報告事項 

（１） 市政への要望 

・市政への要望について、担当部局より報告がありました。 

№ 
受付 

番号 
件   名 

受 付 

年月日 
要望者 担当部署 

1 3 
名寄産業高校の間口（学科）の維持

に関する要望  
H29.5.14 名寄建設業協会 会長 

教育部 

学校教育課 

2 4 学校給食センターの対応について   H29.4.26 名寄幼児教育振興会 会長 

健康福祉部 

こども・高齢者支援室 

こども未来課 

 

 

 

 



（２） 市政への要望事項の処理状況報告 

・市政への要望事項の処理状況について、担当部局より報告がありました。 

№ 件   名 
受付日 

（受付番号） 
処理日 担当部署 

1 学校給食センターの対応について  
H29.4.26 

（№4） 
H29.6.12 

健康福祉部 

こども・高齢者支援室 

こども未来課 

 

（３） 平成２９年第２回定例会における検討事項について 

・検討事項について、担当部局より説明がありました。 

№ 件   名 担当部 

1 
○JR 風連駅 駅舎内のさわやかホールの環境整備、及び駅前の駐輪、駐車に対する指示等の整備

ついて 
総務部 

2 
○認知症サポーター養成講座について（講座の復習・上級講座の開催） 

健康福祉部 

3 
○原産地呼称管理制度の現状と課題について  

経済部 

4 
○智恵文沼に係る観光振興のためのＰＲについて 

経済部 

5 
○新築住宅の市内業者の受注促進と住宅リフォームについて 

経済部 

6 
○中小企業の担い手育成及び事業の継承と婚活について 

経済部 

7 
○街路樹の問題点と課題について 

建設水道部 

8 
○落ち葉拾いについて（調査研究）  

建設水道部 

9 
○学生アルバイトのトラブル防止策（会議所等との連携）について   

市立大学 

 

５ 連絡事項・その他 

 ・住宅マスタープラン(第２次)策定に向けた庁内策定委員会等への協力について依頼がありました。 

 ・町内会長と行政との懇談会について資料の事前配布がありました。 

 ・名寄市職員水害初動態勢一覧について説明がありました。 

 ・職場会議の開催依頼について連絡がありました。 

 ・名寄市職員自主調査研究ブループ道外視察研修助成金の交付申請について説明がありました。 

・現金保管状況調査の実施について説明がありました。 

・介護士不足により閉鎖していた清峰園のユニットの運用開始について報告がありました。 

 

 

 



６ 閉 会 

〈橋本副市長から〉 

・本日、平成２９年普通交付税の算定が行われるが、平成３０年度の予算編成については非常に厳

しい状況と予想している。厳しい状況であることを認識し、事業の厳選、精査をし、早めに準備

を進めるようお願いする。 

〈加藤市長から〉 

・社会福祉法人制度改革により名寄市社会福祉事業団の理事長を退任し、新理事長に橋本氏が就任

した。今後は名寄市、事業団それぞれの立場で人材不足等の問題解決に向けて進めていきたい。 

・災害時において、業務継続に関すること、施設の対応等、まだ不十分な部分があるので、今後も

協議し進めるようお願いする。 

・中小企業の担い手不足について、自治体や地域として事業継承への気運を高める必要がある。セ

ミナーやディスカッションを通じ、民間と行政が協力しながら進めていきたい。職場内でもチャ

レンジすることを恐れないこと、所属長はチャレンジを尊重し応援するようお願いする。 


